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主 論 文 題 名： 

中世地方武家文芸の研究――連歌と和漢聯句―― 

（内容の要旨） 

本論文は中世末期から近世初期における武家文芸の様相について、特に連歌・和漢聯句を対象

に、それらの表現、関連する学書、史料について分析する。連歌・和漢聯句は、室町時代から江

戸時代に至るまで間断なく張行されてきた連文芸である。その特質は公家、大名、家臣、連歌師、

禅僧など様々な階層が一堂に会することにあり、興行の月日、連衆、場所が記録されており、当

時の人々の交流の様相を知る手がかりとなり得る。しかしながら、各地に未整理のまま残存する

連歌、とりわけ和漢聯句資料の探索と解明は手薄で、後者は京都大学国文学研究室により堂上を

扱った先行研究が備わるが、各地の武家による連歌・和漢聯句は、地方の郷土史家によって断片

的な資料紹介があるのみで活用されるに至っていない。 

そこで本論文では（一）堂上とは対置される地方武家の和漢聯句を対象にした実態把握、（二）

複数の文芸圏を対象とした連衆相互の往来と連歌師の動向の跡付け、（三）地方の寺社、図書館、

博物館で見過ごされてきた資料群の解明、の三つの観点から中世末から近世初期の連文芸を考究

する。資料の調査・整理及び未紹介の作品の翻刻・注釈による基礎研究で得られた成果を礎に、

文芸を愛好した武家の周辺に形成された文化の網目を浮き彫りにし、文学史上未開拓の分野を切

り拓くことが本論文の目的である。 

本論文は、三章一三節で構成される。以下、各章各節の梗概を記す。 

第一章「上杉氏の文芸」では、歴史学の浩瀚な研究成果に比して、僅かにしか顧みられること

のなかった上杉氏の文学の実態を史料に即して実証的に明らかにすることを目的とする。 

第一節「直江兼続の和漢聯句」では、上杉景勝とその家宰直江兼続による天正期から慶長期の

活動を対象とし、新たに所在が判明した作品六点を中心に分析する。興行の背景、連衆の構成を

明らかにするとともに、句の分析では、直江兼続の漢句を分析し、さらに周辺の家臣団の教養を

具体的に堂上の和漢聯句会と比較することで明らかにする。武家の和漢聯句を纏めて分析の対象

とした点、先駆的な研究である。 

第二節「連歌師里村紹巴と上杉氏家宰直江兼続」では、戦国期に活躍した連歌師里村

紹巴が直江兼続に宛てて、みずからの発句十句と詞書を記した抜書一紙（史料編纂所蔵

『和漢篇』所収）の写しを扱う。抜書に記載された発句と詞書の考証から、成立時期は 
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天正十五年（一五八七）六月頃と定められ、そのことにより直江と紹巴の最初期の交渉

を示す史料として位置付けられる。また十句の発句は全て従来から紹巴の伝記資料とし

て活用されてきた『紹巴発句帳』『大発句帳』に見出される。だが、それらの詞書と抜

書の記載とは齟齬があり、二次的な情報であることが確認され、詠句後間もなく自ら記

した抜書の史料的価値が高いことを明らかにする。一見すると発句と詞書が抄出された

純粋な文芸的営みとして位置づけられるが、これまで知られていなかった紹巴の活動の

一端及び当時の地方の武将がどのように一流の連歌師と接触をとり、中央の文学活動に

どのように触れて、受け止めていたかを示す有用な史料である。 

第三節「戦国末期の詩歌会」では、慶長七年（一六〇二）二月、上杉氏の家臣と所縁

の武将や僧・連歌師、総勢二十七人が和歌六十七首・漢詩三十三篇、計百の詩歌を詠進

した「亀岡文殊堂奉納詩歌百首」を対象に、その成立や文学的特色を検討する。まず、

当該百首が上杉家内外で間断なく張行された一連の文芸活動の最後に位置付けられるこ

とを確認する。次に成立と諸本を分析し、従来原本として広く知られる短冊のみならず、

その欠損と摩耗を補える転写本も視野に入れるべきことを示す。出題の方法は、出題者

大国実頼（兼続の実弟）が漢詩の題を概ね『明題部類抄』から採用し、漢詩の作者は和

歌に歩み寄ることが求められていたことを明らかにする。また、形式に注目すると「続

（継）歌」はこれまでは和歌が継がれることを前提に論じられてきたが、詩が継がれる

ことも考慮すべきで、当該作品は歌と詩の両方が継がれていたことが百首規模で確認で

きる早い例であることを示す。従来の「続歌」の定義を超えた新たな作品形態の需要が

あったことは、当時の「和漢聯句」会が禁裏のみならず地方の武家の間にも盛行してい

く流れと無関係でなく、亀岡百首はその詩歌会の全貌を伝える資料として戦国期の文芸

史上に位置付けられる。 

第四節「「鶉衣」の和と漢」では、和漢聯句における「百結」の表現に着目し、その

語と結ばれる「鶉衣」という表現の系譜を漢詩・和歌・連歌・和漢聯句それぞれについ

て追う。その結果、襤褸の比喩としての「鶉衣」は古くは『晋書』『荀子』に遡れるも

のの「百結」の語と結ばれることはないと判明する。同じく、日本でも室町前期頃まで

は和歌・連歌に「百結」の表現はみられず且つ「鶉」の素材と共に摂取された痕跡はみ

られない。しかし、連歌の世界では「鶉衣」の故事の積極的受容が認められ、その傾向

は和漢聯句にも引きつがれる。そうした中で、室町中後期に五山僧の詩で明確に「鶉」

と「百結」が結ばれるに至る。「鶉衣百結」の表現もまた、とりわけ五山僧が進んで享

受した表現を周辺の公家・連歌師が自分達の表現世界に取り込み、地方武家の和漢聯句

に、本説とはやや異なる形で摂取されたことを明らかにする。 
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第二章「成田氏の文芸」では、武蔵国忍（現埼玉県行田市）の地を本拠とした成田氏

の文芸活動を対象とする。成田氏もまた連歌・和漢聯句を手段として、連歌師里村紹巴

を介して中央と独自に繋がろうとした構造が直江と類似する。

第一節「連歌師了意と忍城主成田氏長」では、成田氏長が召し抱えた連歌師了意によ 

って、天正十六年（一五八八）六月二日から六日に独吟された連歌「了意千句」を対象

に、その成立と伝来を検討する。当該千句には里村紹巴によって合点が付され、紹巴門

弟である紹与による批言が附されるとされてきた。しかし従来、批言が附された時期は

慶長二年（一五九七）とされ、興行から数年隔たっている点が不審であった。そこで各

伝本に付載される追而書を持つ紹巴書状の写しを再検討すると、当該作品が興行後間も

ない天正十七年（一五八九）に紹巴自らが合点と批言を附していることが明らかとなる。

また、当時の関東連歌師の句風と紹巴の批言を分析した。「了意千句」は、宗祇以来の

連歌師の独吟千句の流れに立つ作品であり、且つ紹巴の教えを忠実に実践した試みとし

て、紹巴の合点と批言は、地方武家に対する具体的な連歌指導の内容を伝える重要な史

料として、戦国期の文学史上に位置づけられる。

第二節「校本「了意千句」」では、前節で取り上げた「了意千句」の本文研究を試み

る。当該作品は原本・古写本が存在しないが、伝本は多数で諸本間の異同が甚だしい。

そこで新出の伝本を加えた九本を対象にした校本の作成が求められる。本文は大きく二

系統に分かれる。第一系統に分類される書陵部本が諸本のうちでイ本注記・ミセケチを

用いて本文の改訂が少なく最も原態に近く有用である。一方、第二系統は第一系統の祖

本が流布して派生した本文とみられるが、天理図書館本は寛永十七年（一六四〇）に、

堺の連歌師周辺で成立し、独自の異文が多く、他本を相対化できる点に意義がある。石

川県小松天満宮本は現存諸本のいずれとも一致しない批言が数箇所に認められ、これま

で確認されない系統の本文を伝える点で注目される。以上の系統分類と本文比較によ

り、よるべき本文を書陵部本と定めて異同を付ける。

第三章「作品研究―直江兼続の和漢聯句・連歌」では、全国各地に散在した連歌・和

漢聯句、特に上杉氏周辺で張行された作品を収集し、翻刻と注釈を施しそれらの実態解

明を目的とする。

第一節「天正十四年二月二日漢和聯句「堯舜二難并」注釈」では、現時点で兼続の出

座が初めて確認される和漢聯句を取り上げる。当該百韻で兼続は「鈎斎」という号を使

用していた可能性が高いことを明らかにした。『歴代古案』第五巻に翻刻が備わるが、

誤りが間々見られるため『上杉年譜』で本文を校訂し、百韻の注釈を試みた。 

第二節「永青文庫蔵天正十六年閏五月八日漢和聯句「新竹愛風静」注釈」では、永青

文庫に蔵される和漢聯句を扱う。資料の存在と翻刻は既に知られるが注釈は公刊されて



主 論 文 要 旨      No.４ 

いない。里村紹巴、細川幽斎、西笑承兌ら当時中央で名の知れた連歌師・歌人・文人の

他、直江兼続の出座が確認され、上杉家の文芸と上洛時の外交の一端を窺える点で好適

と考え、注釈を施す。 

第三節「直江兼続一座漢倭聯句「楓散風紅色」注釈」では、直江兼続一座の漢和聯句

を扱った。当該百韻の存在は既に『大日本史料』（一二編之三二）で翻刻されるが、全

体の内容を読み解いた研究はない。そこで、米沢市上杉博物館蔵『直江城州漢倭』の書

誌情報、興行時期及び連衆の検討を踏まえ、百韻の注釈を試みる。 

第四節「市立米沢図書館蔵慶長三年三月二日賦何人連歌「しめゆふや」注釈―新出の

直江兼続・称念寺其阿両吟連歌―」では、直江兼続と称念寺其阿の両吟連歌を取り上げ、

その文学史的位置付けを試みる。これまで直江の文学は漢文学が専らであり、指摘され

る作品のほとんどが漢詩と和漢聯句における漢句であった。当該作品では彼が和句を詠

んでいる。他にそのような事例はなくその資料的価値は高い。 

第五節「埼玉県立文書館蔵慶長五年正月廿一日賦何船連歌「梅か香は」注釈―上杉

景勝主催の連歌―」では、上杉景勝と家臣等が興行した連歌懐紙一巻を扱う。当該連歌

は『鷲宮町史』に言及されているが、長らくその所在は不明であった。ところが、上述

の資料が埼玉県立文書館に長野家文書として保管されていることが判明した。端作に記

載される慶長五年は、上杉家が会津征伐により家康側の侵攻を受け、その後には関ヶ原

合戦が勃発した歴史的にも極めて重要な時期である。また、これまで上杉家関係者が慶

長五年に連歌・和漢聯句の連文芸を興行したことは知られておらず貴重である。 
第六節「慶長六年十月四日漢倭聯句「落葉雨天下」注釈―直江兼続主催の漢倭聯句

―」では、直江兼続の主催により催された漢和聯句を取り上げる。当該資料は市立米沢

図書館蔵「直江筋書」第二巻に収められる。米沢市の郷土史家今井清見氏による写しで、

原本は伝わらない。今井氏の本文には誤写、欠脱も少なくない。例えば、巻末に記載さ

れる各人の句数と書写された句数の総数が一致しない。今井氏が見た原本に欠落があっ

た可能性も想定されるが彼の記録によると、「次ノ不明点原書を摸写ス」とある句の一

覧に、翻刻本文とは別に「はたさむく引別ての跡さひし 綱忠」と記される。つまり、

「直江筋書」自体に何らかの錯簡・欠脱が生じており、今井氏自身は句が完備された原

本を見ていた可能性が高い。 

第七節「慶應義塾図書館蔵慶長六年十二月十九日和漢聯句「堂のすみより」注釈―

新出の直江兼続主催の和漢聯句―」では、直江兼続を中心に、当時の上杉家の家臣団・

僧を含め総勢十一人の和漢聯句を扱う。本百韻の存在は、今井清見氏が『直江城州公小

伝』において指摘されたのが最初であるが、冒頭の三句が掲出されるのみで、出典の明

記もなく、その全貌と懐紙の所在は長らく不明であった作品である。 
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以上の翻刻と注釈は地方武家の連歌・和漢聯句を分析する上で本論と不可分の基礎研

究でありながら、これら本論文で扱った作品は、膨大な資料群に埋没したままか、活字

の写しが伝わるのみで原本の所在が不明のままであった。しかし、各地の郷土資料の掘

り起こしによりそれらの所在と伝来が確かめられた。翻刻と注釈を施すことで資料群の

全容を公にし、地方武家文芸の様相を明らかにした点に意義がある。 
本論文は上述の研究実態を打破し中世末期から近世初期における武家の連歌・和漢聯

句の活動の実態を精査すると共に、歴史学で顧みられることが僅少である文芸に関する

記述、記録に価値を与え、本分野における新たな手がかりを提示する。 
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Summary of Thesis: 
 

In my doctoral thesis, I analyze the literature of provincial warriors who were active from 
the end of the Middle Ages to the early modern period (16th to 17th century). In particular, I 
focus on the genres of renga (linked verse poetry composed by two or more people) and wakan 
renku (a similar form of collaborative poetry in which Sinitic and Japanese verses alternate in 
the sequence), investigating their rhetoric, composition manuals, and other related documents. 

Renga and wakan renku have been performed continuously from the Muromachi to the 
Edo period. A peculiar feature of these arts is that they brought together different social classes, 
such as daimyō (feudal lords), kashin (retainers), rengashi (renga poets), and Zen monks. 
Accordingly, we can reconstruct their exchanges by tracing the participants, time, and place of 
the performance as inscribed on such documents.  

However, research on this topic is fragmentary because renga and even more wakan renku 
materials are geographically scattered and lack systematization. Furthermore, unlike the work 
of upper-class poets, warrior linked poetry has received scant attention so far and almost 
exclusively by local historians. The present study aims to fill the gap by surveying the cultural 
networks formed around warriors with cultural inclinations, thus opening unexplored avenues 
in Japanese literary history. 

The thesis consists of three chapters. Chapter 1 considers the literature of the Uesugi, lords 
of Echigo (modern Niigata Prefecture), and sheds new light on a rich set of materials—including 
the Uesugi-ke monjo (Uesugi Family Documents)—rarely discussed by literary scholars. 
Chapter 2 analyzes the literature of the Narita family, who ruled over Oshi (modern Saitama 
Prefecture). The Narita show similarities with the Uesugi in how they both attempted to 
establish contact with the center by means of renga and wakan renku, as well as through the 
mediation of renga master Satomura Jōha. Chapter 3 elucidates the nature of this textual 
corpus by offering the transcription and annotation of unpublished renga and wakan 
renku poems collected from all over the country, paying close attention to the Uesugi’s 
case. 

Three critical aspects have emerged from this research. First, the conditions that prompted 
peripheral warriors to engage in the production of renga and wakan renku. Second, the 
interlacing trajectories of people who belonged to multiple literary spheres and the role of 
professional renga poets. Lastly, the necessity to reevaluate the bibliographic materials which 
long lay dormant in the archives of local shrines, libraries, and museums, and their relevance to 
the study of medieval and early modern literature. 

Overall, the results of this study vividly showcase the literary achievements of premodern 
warriors, which help us reassess the value of understudied records and reinvigorate the field 
with new questions and perspectives. 
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